
四つのテスト
言行はこれに
照らしてから

１.真実かどうか？ 

２.みんなに公平か？

３.好意と友情を深めるか？

４.みんなのためになるかどうか？
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第 1205 回 例会 （2025 年 7 月 18 日）

例会場：厚木アーバンホテル
例会日：毎週金曜日 12：30 ～ 13：30
事務局：厚木市栄町1-16-15 厚木商工会議所 2 階

2025－26年度
ＲＩメッセージ

「よいことのために手を取りあおう」
厚木県央ロータリークラブ テーマ

「心に響く親睦 心に響く奉仕」

会　長　山口 昌興
副会長　土屋 義行
幹　事　佐藤 新也

■点鐘　…山口昌興会長

■斉唱　…我等の生業

■ゲスト紹介

米山奨学生 朱　嘉和様

■会長報告

◎ガバナー事務所　より
・資料提供のお願い

【次年度地区会員増強維持委員会】再送
◎ロータリー米山記念奨学会　より

・ハイライトよねやま　Ｖｏｌ．３０４
◎日本青年会議所　関東地区神奈川ブロック協議会より

・公益財団法人日本青年会議所　関東地区神奈川ブ
ロック協議会
第53回神奈川ブロック大会厚木大会「式典」のご案内

■幹事報告

◎例会変更
・厚木ＲＣ

8月12日（火）→休会（定款第７条第１節により）
9月23日（水）→休会（定款第７条第１節により）

■スマイル

山口昌興会長・佐藤新也幹事
本日はクラブ管理運営委員会による卓話例会です。宜し
くお願い致します。

松本　豊君
今日は規定審議会について話せと言う事で余り詳しく
ないので、どの程度話せるかわかりませんが宜しくお願
いします。

岡見　健君
先日、大阪万博に行って来ました。歩行数が1万8000歩
となり、暑い中年寄りには厳しかったです。これからも
健康に気を付けて色々な行事に参加出来る様にして行
きたいと思います。皆様も健康に気を付けて。

森　志朗君
本日はお祝い行事をして頂きありがとうございます。ス
マイルします。昨夜、佐藤幹事ごちさまでした。幸せなひ
と時でした。

春日清則君
職業奉仕川名委員長にスマイルします。（一生懸命ロー
タリーに取り組んでいます。）

クラブ管理運営委員会
森　志朗君・田口幸一君・石井　卓君・岩堀美子君
土屋義行君・武藤元秀君・能勢健一君
本日は山口会長年度、最初の担当例会となります。クラ
ブ管理運営委員会一同、スマイルさせて頂きます。登壇
者の皆さま、宜しくお願い致します。
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臼井欽一君・神崎　進君・関原敏文君・和田貴樹君
守屋孝則君・北村正敏君・松澤修身君・遠藤典孝君
関野耕正君・今井美咲君・三竹厚行君・新川　勉君
スマイルボックス

■会長タイム

皆さん、こんにちは。本日も例会にご出席いただき、誠
にありがとうございます。本日は「ロータリーライフを充実
させよう」というテーマで、会長タイムをお話しさせていた
だきます。

ロータリーに入会すると、例会や奉仕活動、親睦行事
など、さまざまな機会が与えられます。しかし、その一つ
ひとつにどのように関わるかによって、ロータリーライフの
“充実度”は大きく変わってくると思います。私自身も、
最初の頃は「参加すること」に意識が向いていましたが、
あるとき先輩から「関わることでロータリーは楽しくなる」
と言われ、少しずつ能動的に関わるようになりました。そ

うすると、見えてくるもの、得られるものが格段に増えてき
たのを感じます。

奉仕の中に学びがあり、親睦の中に気づきがあります。
そして何より、ロータリーを長年続けてこられた先輩方の
お話は、私たちの活動のヒントであり、灯台のような存在
です。そこで本日は、クラブの中でもロータリー歴の長い、
経験豊富な 5 名の先輩方にご登壇いただき、それぞれの
「ロータリーライフの楽しみ方」「大切にしている価値観」
などを卓話としてお話しいただきます。皆さんがそれぞれ
の卓話から、自分自身のロータリーライフをより豊かにする
ヒントを得られることを願っております。

どうぞよろしくお願いいたします。

■今日のお花

バラ（ヒマラヤ周辺）
花言葉（気品・誇り・尊敬）

トルコキキョウ（北アメリカ）
花言葉（優美・希望・すがすがしい美しさ）

■例会「ロータリーライフを充実させよう」

担当：クラブ管理運営委員会

山口会長年度、はじめての担当例会となります。
テーマ『ロータリークラブの基本を再確認しよう』。厚木県央RCの会員数は現在35名、いろいろな世代の会員が所属

しております。期間の浅い会員は勿論、今更聞けないようなロータリークラブの基本について、5人の方々より、端的に
まとめた内容で発表して頂きました。

知らないこと、忘れていたことなど、再確認てきたのではないでしょうか。登壇して頂きました会員の皆様、有難うご
ざいました。

四つのテストについて

シカゴ・ロータリークラブの会員であったハーバート・テーラーは、1931年に、世界大恐慌のあおりを受けて、莫
大な借金のために倒産の危機に瀕していた調理器具メーカーのクラブ・アルミニウム社の経営を引き受けることにな
りました。

会社を再建するためには、従業員が正しい考え方を持って自分を取り巻く全ての人たちに対して、考えたり、言った
り、行動したりする道徳的な指標が必要であることに気づき、社長室の机の前で頭をかかえながら、思い浮かんだ言葉
を書き留めたのがこの四つのテストです。

1939年にハーバート・テーラーが商工会議所の会合でこの話を披露したのを、たまたまゲストとして参加した他の
シカゴロータリークラブの会員が聞いたことに始まり。ハーバート・テーラーが1939-40年にクラブの会長、1954-55
年に国際ロータリーの会長を務め、その際この四つのテストの版権をＲＩに寄付し、今日に至っています。
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◆四つのテスト（Four-Way Test） 
｢事業を繁栄に導くための四通りの基準｣ならば､ 当然“Four-Way Tests”と複数形になります｡これが単数形なのは

事業を繁栄に導くためには､四通りの基準を一つずつクリアーすればいいのではなく､四つ纏めたものを一つの基準と
して､そのすべてをクリアーしなければならないことを意味します｡  

◆真実かどうか（Is it the truth ?） 
｢嘘偽りがないかどうか｣という意味です｡真実というのは｢__％の真実｣という言葉が示すように､人間の心を通じた

アナログ的判定であるのに対し､ 事実とは有ったか無かったかの二者択一を迫るデジタル的判定ですから､ ここでは｢
事実であるか｣という言葉を用いるべきでしょう｡  

◆みんなに公平か（ Is it fair to all concerned ? ） 
“fair”は公平ではなく公正と訳すべきです｡
公平とは平等分配を意味するので､ 例え贈収賄で得た“unfair”不正なお金でも平等に分ければ､ それでよいことにな

ります｡  
“All concerned”は“All”だけが訳されており､ 肝心の“concerned”が省略されています｡この“concerned”は取引先を

さすのは明白です｡従ってこのフレーズは｢すべての取引先に対して公正かどうか。不正はないか。｣ということを意味
します｡  

◆好意と友情を深めるか（Will it build goodwill and better friendship ?） 
“goodwill”は単なる好意とか善意を表す言葉ではなく､ 商売上の信用とか評判を表すと共に､ 店の暖簾や取引先を表

します｡すなわちその商取引が店の信用を高めると同時に､ よりよい人間関係を築き上げ､ 取引先を増やすかどうかを
問うものです｡  

◆みんなのためになるかどうか（Will it be beneficial to all concerned ?）
“Benefit”は｢儲け｣そのものを表す言葉です｡ただし､ 売り手だけが儲かったり､ また買い手だけが得をしたのでは公

正な取引とは言えません｡その商取引によって､すべての取引先が適正な利潤を得るかどうかが問題なのです｡
土屋発表用参考資料

ロータリー情報研究会　文献より
パストガバナー 田中 毅 氏　文献より
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■出席報告　＜会員35名、出席対象34名＞

7 月 18 日例会　　出席 28 名　　欠席 6 名　　出席率 82.35%

■スマイル発表

関原敏文君

■四つのテスト

■お祝い行事　「おめでとうございました。心よりお慶び申し上げます。」

森　志朗君

森　志朗君（24日）


